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 八郎湖には今でもシラウオとワカサギ

を中心とした漁業が行われ、魚は地域の佃

煮店で加工・販売されています。 

でも、ほとんどの方は漁業や佃煮作りの

様子を見る機会はないと思います。 

そこで今回は八郎湖の漁港と佃煮店を

訪ねて、現場の作業を見ることにしまし

た。八郎湖の水産業の現状を知り、将来に

ついてご一緒に考えます。 

 案内人は永年にわたり八郎湖の魚類を

研究されてきた秋田県立大学の杉山秀樹

先生です。ぜひご参加ください。 
 
 
○期 日  平成３０年１０月１８日(木)  
 
○集 合 ①ＪＲ追分駅：午前６時４０分（自家用車乗り合わせ） 

     ②道の駅「てんのう」直売所前：午前７時  

      ※移動は自家用車と県立大学の８人乗りワゴン車を使用 
 
 

○スケジュール（予定）          
 ◆塩口漁港（7:30 頃～） 
  ・シラウオ機船船曳漁業の帰港、魚の選別作業、  

建網等の漁具の視察 
 ◆千田佐七商店（佃煮店）（10:00 頃～） 
    ・選別作業、生炊作業等の見学 
  昼食（12:00 頃～） 
 ◆大潟橋付近でシラウオ角網漁業の見学（13:00 頃～） 
  ◆八郎湖増殖漁業協同組合（14:20 頃～） 
    ・八郎湖の水産業についての話し合い 
 ◆道の駅「てんのう」到着・解散（16:00 頃）   

 
                              
○参加費 会員…1,000 円 非会員…1,500 円（昼食代・保険料込み：当日集金） 

○定 員 １６名（先着順：会員を優先します） 

○申込先   八郎潟・八郎湖学研究会事務局 

 電話・FAX：018-874-8686 （NPO 法人はちろうプロジェクト内） E-MAIL：88gaku@gmail.com 

 

※ １０月１５日（月）までに電話・FAX・メールでお申し込みください。なお土日・祭日は電

話受付はできませんので、FAX またはメールでお願いします。 

  
裏面の申込書をご利用ください。  

八郎湖の水産業はどうなっているの？ 

～シラウオ・ワカサギ漁と加工の現場を見ながら考える～ 



「八郎湖の水産業はどうなっているの？」 

参加申込書 
 

申込先 電話・FAX：018-874-8686 （NPO 法人はちろうプロジェクト内） 

     E-mail ：88gaku@gmail.com 

 

 

フリガナ 

お名前 

                                         会員 

                                        非会員 

性別 年齢 

  

ご住所 〒 

電話番号  FAX  

E-mail  

乗車場所 □ＪＲ追分駅前   □道の駅「てんのう」 □その他（          ） 

 

フリガナ 

お名前 

                                       □会員 

                                       □非会員 

性別 年齢 

  

ご住所 〒 

電話番号  FAX  

E-mail  

乗車場所 □ＪＲ追分駅前   □道の駅「てんのう」 □その他（          ） 

 


